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新たに18人（集団）が認定農業者に

善
意
の
寄
付
金

　平成18年12月21日、きらくやまふれあいの丘世代ふれあいの館におい
て、「第１回つくばみらい市農業経営改善計画認定書交付式」が行われま
した。農林水産省が進める「認定農業者制度」に従い、自ら経営改善に
取り組むやる気と能力のある農業者や農業法人が、「農業経営のスペシャ
リスト」を目指す計画である「農業経営改善計画」を作成し、その計画
が市町村に認定されることによって認定農業者となります。認定農業者
になると、国や市町村から各種支援措置を受けることができます。
　今回は18人（集団）が認定農業者として認定され、これで市内の認定
農業者は、合計77人（集団）となりました。
　また、式では二

に

瓶
へい

　長
たけ

庸
つね

氏（つくば地域農業改良普及センター次長兼
普及企画課長）による講演「認定農業者に望むもの」が行われました。

市内の出来事
～ つくばみらいのわだい ～

　

平
成
18
年
12
月
19
日
、
伊
奈
東
中
学
校
吹
奏

楽
部
か
ら
寄
付
金
（
11
万
2
千
７
４
６
円
）
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
付
金
は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
金
で
す
。
吹
奏
楽

部
の
み
な
さ
ん
は
、
自
分
た
ち
の
力
で
何
か
社

会
に
役
立
つ
こ
と
を
し
た
い
と
考
え
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
寄
付
金
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
有

効
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
４
日
に
行
わ
れ
た
伊
奈
商
工
会

主
催
に
よ
る
「
商
工
祭
」
で
は
、ワ
ー
プ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
江
戸
か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
抽
選
会
の
売
上

金
（
9
万
8
千
１
０
０
円
）
を
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

善
意
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寄
付
金

新たに18人（集団）が認定農業者に

今回認定されたみなさん
（順不同、敬称略）

井
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土
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　正
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義
よし
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和
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泉　忠
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言
のぶ

（足高）
沼
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尻
じり

　太
た

一
いち

（大和田）
飯
いい

沼
ぬま

榮
えい

次
じ

郎
ろう

（山谷）
野
の

田
だ

　正
まさ

男
お

（下平柳）
染
そめ

谷
や

　　滿
みつる

（山谷）
直
なお

井
い

　良
りょういち

一（弥柳）
飯
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田
だ

　耕
こう

蔵
ぞう

（市野深）
中
なか

村
むら

　繁
しげ

夫
お
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前
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野
の

　忠
ただ

男
お

（小張）
農事組合法人　筑

つく

波
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みらい（山王新田）
中
なか

山
やま

　和
かず

彦
ひこ

（南太田）
青
あお

木
き

　　伸
のぼる

（北袋）
片
かた

岡
おか

　嘉
よし

子
こ

（大和田）
飯
いい

泉
ずみ

　　明
あきら

（台）
㈲真

ま

木
ぎ

みらいファーム（真木）
河
かわ

口
ぐち

　　勇
いさむ

（川崎）
椎
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名
な

　　守
まもる

（上島）


